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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年３月 25 日開催の取締役会において、下記の通り平成 28 年３月期連結決算にて特別

損失を計上するとともに、最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年４月 27 日に公表しました平成 28 年３月

期通期連結業績予想の修正を決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の内容 

当社が特定のお客さまに対して過去に製造販売した電力機器等の一部の製品について不具合が発生い

たしました。不具合が発生した製品につきましては既に取り替え改修を実施しておりますが、不具合発

生の恐れのある同型の機器につきましても、お客さまと協議のうえ取替え改修を実施させていただくこ

とといたしました。 

このため当社は、当該機器の改修費用として既に改修を行ったもの及び今後改修を行うものを対象に

製品保証費用約14億円を特別損失に計上することといたしました。 

 

２．平成28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年４月1日～平成28年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり

当 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 115,000 1,700 1,800 1,100 67.81

今回修正予想（Ｂ） 115,000 2,100 2,250 1,100 67.81

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― 400 450 ― ―

増 減 率（ ％ ） ― 23.5 25.0 ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期） 
111,440 1,525 1,480 1,014 62.53

 

修正の理由 

通期の連結業績予想数値につきましては、売上高は前回発表予想通りとなる見込みであります。営業

利益、経常利益につきましては、コストダウン及び経費削減により前回発表予想を上回る見込みであり

ます。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記の特別損失を計上いたしますが、営業利

益、経常利益が前回発表予想を上回ること及び固定資産の売却等により前回発表予想通りとなる見込み

であります。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したもので

あり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 


